
ＪＲ南武線連続立体交差事業に関する地域勉強会（第５回）

日 時：平成２９年 ８月 ２日（水） 

     １４時００分～ 

場 所：幸区役所 ４階 第２会議室  

次 第

＜開 会＞ 

１ 平成２８年度勉強会内容の確認 

（連続立体交差事業の計画について）     ・・・ 資 料１  

２ 有識者への意見聴取結果の公表について     ・・・ 資 料２  

３ ＪＲ南武線沿線のまちづくりについて      ・・・ 資 料３  

４ ＪＲ南武線沿線地域における現況と課題について ・・・ 資 料４  

    用語について                 ・・・ 参考資料  

＜閉 会＞ 



平成２８年度勉強会内容の確認 

（連続立体交差事業の計画について） 

第１回 平成 28年 6月 23日
    ・地域勉強会の取組について

    ・沿線の現況・課題について

    ・踏切対策の必要性について

第２回 平成 28年 7月 22日
    ・踏切対策の手法について

    ・連続立体交差化の必要性について

    ・沿線まちづくりの必要性について

    ・連続立体交差化の構造工法について

第３回 平成 28年 9月 5日
    ・連続立体交差化の構造工法について

    ・これまでの連続立体交差化の事例について

    ・環境配慮と連続立体交差事業の効果をさらに高める取組

（関連事業など）について

（現場視察会 平成 28年 11月 8日、11月 23日）
    ・地下化事例：京王線（調布駅～国領駅）

    ・高架化事例：ＪＲ中央線（武蔵境駅～東小金井駅）

第４回 平成 29年 1月 24日
    ・現場視察の報告

    ・環境配慮と連続立体交差事業の効果をさらに高める取組

（関連事業など）について

    ・沿線まちづくりの基本的な考え方について

    ・連続立体交差化の構造工法について

資料１ 
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踏切対策の手法について

踏切対策には様々な手法があり、それぞれ長所・短所があります

対策手法 事例写真 事業費 事業期間 整備効果

カラー舗装、
踏切の廃止（通行止）、
こ線人道橋
賢い踏切（鉄道事業者）

数億円 約１～２年間 踏切を無くせない

橋上駅舎化

単独立体交差化

連続立体交差化

数百～千億円規模 約１５～２０年間 踏切が無くなる

低

高

短

長 大

小
（南武線
向河原駅前
踏切）

（南武線
津田山駅）

（南武線
稲城連立）

（川崎駅
付近）

※踏切の
廃止は別

数十億円

数百億円

約４～６年間

約１０～１２年間
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連続立体交差化の必要性について

沿線の課題と対策手法毎の改善効果について

まちづくり

①少子高齢化の進行による福祉施設等の不足
②公園（オープンスペース）の不足
③住民同士や企業等とのコミュニティ形成
④賑わいの創出や商業、産業の活性化
⑤防災倉庫の設置や避難場所など災害への備え

【沿線（尻手駅～武蔵小杉駅間）の課題】

①路線バスの定時性、速達性の低下
②身近な駅の乗り継ぎ利便性の低下
③利用者増に伴う駅ホームの混雑
④駅周辺のユニバーサルデザイン

対策手法
沿線の課題

カラー舗装、
賢い踏切など

橋上駅舎化 単独立体交差化 連続立体交差化

ま
ち
づ
く
り

①少子高齢化の進行による福祉施設の不足

②公園（オープンスペース）の不足

③住民同士や企業等とのコミュニティ形成

④賑わいの創出や商業、産業の活性化

⑤防災倉庫の設置や避難場所など災害への備え

×

×

△

△

×

×

△

△

△

△

△

△

△

△

△

○

○

○

○

○

公
共
交
通

①路線バスの定時性、速達性の低下

②身近な駅の乗り継ぎ利便性の低下

③利用者増に伴う駅ホームの混雑

④駅周辺のユニバーサルデザイン

△

×

×

×

△

×

△

○

○

×

×

×

○

△

△

○

道
路

①交通渋滞

②安全安心な歩行環境

③災害時の避難路、輸送道路への阻害

④駅へのアクセス動線の整備

×

△

×

×

×

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

沿線の課題を抜本的に解決し幅広い効果
を発現する対策は連続立体交差化

公共交通

①交通渋滞
②安全安心な歩行環境
③災害時の避難路、輸送道路への阻害
④駅へのアクセス動線の整備

道路

効果（高い 低い）
【記号の説明：○ △ ×】

【対策手法毎の改善効果】
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連続立体交差化の構造・工法について

連続立体交差化の構造工法は主に４種類あります

１ 高架形式

（１）仮線高架 （２）直上高架

２ 地下形式

（１）開削地下 （２）シールド地下

現在の線路から仮線路に列車の運行を切替え、空いた現在線敷地に
新設高架橋を建設する工法（仮線路用地には、まちづくり側道を整備）

現在の線路で列車を運行しながら、その直上で高架橋を建設する工法

現在線の線路を仮受けして列車を運行しながら、直下で地面を掘削して
躯体を建設した後、土で埋め戻す工法

シールドマシンが発進、到達する立坑（２箇所）を開削工法等で建設した後、
シールドマシンによりトンネルを建設する工法

出典：独立行政法人水資源機構HP

ステップ１ ステップ３

ステップ２ ステップ４

ステップ１ ステップ３

ステップ２ ステップ４

ステップ１ ステップ３

ステップ２ ステップ４

現在下り線 現在上り線

現在下り線 現在上り線

計画上り線

計画下り線

現在下り線

現在上り線

仮下り線

仮上り線

計画上り線

計画下り線

シールドマシン 立坑

トンネルの直径以上の
土かぶりが必要

仮下り線

現在上り線

仮下り線 仮上り線

仮下り線 現在下り線 現在上り線

計画上り線

支持杭施工

計画上り線
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ＪＲ南武線連続立体交差化の構造・工法について

構造・工法 仮線高架 仮線高架＋直上高架 地下（開削＋シールド）

概要 現在線を一時仮線に切替え、空いた現在
線敷地に新設高架橋を建設する工法

現在線で営業しながら、その直上で新設高
架橋を建設する工法

現在線の線路を仮受けし、直下に開削して
躯体を建設する工法

立坑を開削して建設後、シールドマシン
によりトンネルを建設する工法

概念図
現況：黄色
仮設：青色
計画：赤色

縦断図
凡例

概算事業費
※平成27年算定時点

約1,185億円 仮線高架の約１．１倍 仮線高架の約１．７倍

地域への影響 買収対象建物 約400戸
（関連道路分を含む）

買収対象建物 約430戸
（関連分道路を含む）

買収対象建物 約420戸
（関連道路分を含む）

高架レール高さ 地表面から約7.4ｍ 地表面から約11.4ｍ 地表面は駅部のみ（地下構造物）

概算工事期間 10～15年 仮線高架（10～15年）＋α 10年以上（他地区の事例から推定）

踏切除却（南武線） 全13踏切を除却・地域の一体性を高める 全13踏切を除却・地域の一体性を高める 1１踏切を除却・横浜市の２踏切は通行できない道路となる

日影 側道整備により影響は少ない
側道未設置区間で一部影響が発生

側道整備により影響は少ない
側道未設置区間で一部影響が発生

地下化により影響なし
地上駅舎部のみ一部影響が発生

騒音振動 音源の移動により影響範囲は変わるが、
ロングレール化、弾性バラスト軌道等に

より対策可能

音源の移動により影響範囲は変わるが、ロ
ングレール化、弾性バラスト軌道等により

対策可能

騒音による影響はシールド地下区間ではほぼ生じない
振動は地下からの伝搬を受け、シールド区間でも発生

トンネルの出入口では騒音振動が増大し、対策が必要だが困難

地下水 地下水遮断の可能性は少ない 地下水遮断の可能性は少ない 地下工事が多く、地下水遮断の可能性があるが、対策可能

景観 高架下空間の活用次第
（高架構造物が現れる）

高架下空間の活用次第
（高架構造物が現れる）

旧線路敷地の活用次第
（鉄道が見えなくなる）

自然災害（水害） 想定されるレベル（200年に一度の大
雨）の水害では、駅ホームに影響なし

想定されるレベル（200年に一度の大
雨）の水害では、駅ホームに影響なし

想定されるレベル（200年に一度の大雨）の水害に対して、
地下部に浸水するリスクがある

地上から駅舎への利便性
（上下移動）

高架化駅舎のため、駅利用者の上下移動
は少ない

（既存のペデストリアンデッキとの接続
性が良い）

仮線高架と比べて、レール高が高くなる
駅利用者の上下移動はやや大きい

地下埋設物を避けたシールド部の駅舎の駅利用者の上下移動は最も大きい
（既存のペデストリアンデッキとの接続性が悪い）

（※用地買収幅等は目安であり、この他に、別途施工ヤードが必要となるなど、今後の検討で変更する場合があります）

尻手駅

現況 W=11.0m

― ：現況線（南武線）
― ：計画線（南武線）

：交差道路必要高さ

：残る踏切・
通行できない道路

向河原駅 平間駅 鹿島田駅 矢向駅

尻手駅

向河原駅 平間駅 鹿島田駅 矢向駅

尻手駅
向河原駅

平間駅 鹿島田駅

矢向駅

直上高架区間

シールド区間

必要用地幅 17000

7.4m

6000～8000

仮線用地 （←まちづくり側道としても活用）

約6～8m
現況 11000 現況 11000

買収幅 約1.9m

3m以上必要

必要用地幅 13800

1000 1000

11m（1D）以上必要

必要用地幅 12000

現況 11000
買収幅 約1m

※柱の数は
今後の調整

現況 11000買収幅 約2.2m
必要用地幅 15400

買収幅 約2.2m

11.4m

買収幅 約1.9m

下水幹線φ2750

※極力ｼｰﾙﾄﾞ区間を長くし、
開削区間と組み合わせた案4.2km（仮線高架 4.2km） 4.2km（直上高架1.5km  ・ 仮線高架 2.7km） 4.2km（ｼｰﾙﾄﾞ区間3.0km  ・ 開削区間1.2km）

開削区間 開削区間

1

立坑
立坑
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ＪＲ南武線連続立体交差化の構造・工法について

構造・工法 仮線高架 仮線高架＋直上高架 地下（開削＋シールド）

概要 現在線を一時仮線に切替え、空いた現在
線敷地に新設高架橋を建設する工法

現在線で営業しながら、その直上で新設高架
橋を建設する工法

現在線の線路を仮受けし、直下に開削して躯
体を建設する工法

立坑を開削して建設後、シールドマシン
によりトンネルを建設する工法

概念図
現況：黄色
仮設：青色
計画：赤色

まちづくり
旧線路敷地活用 ・高架下利用可能面積の約15%は行政が無償で利用可能

・１～２階建ての店舗等が建築可能

・旧線路敷地の行政利用に関しては、照明や地下水排出ポ
ンプ等の電気代が鉄道事業者の負担となり、行政が無償
利用できる範囲は、ほとんど無くなる傾向がある
・地下の鉄道施設に影響が無い範囲で建築可能

側道の必要性

・沿線の日照を確保し、防災上の観点から延焼遮断、物資
輸送に資する側道整備は有効

・防災上の観点から延焼遮断、物資輸送に資する側道整備
は有効

緑空間
・緑道、公園の施設規模によっては、土地の取得費や賃借
料が必要となる

・高架構造物が屋根となり、雨を凌げる緑空間が構築可能
・緑道、公園の規模や整備・管理の手法によっては、
事業の持続可能性が低い

・緑道、公園の敷地規模によらず、土地の取得費や賃借料
が必要となる

・オープンな緑空間が構築可能
・緑道、公園の整備・管理の手法によっては、事業の持続
可能性が低い

地形的条件（現況）

・高架の尻手駅と高架構造物との接続性が良い ・高架駅の尻手駅と地下構造物との接続性が悪い

省エネ
・日中の照明や地下水排出のポンプ稼働などは不要であり
省エネルギーである ｌ

・日中の照明や、地下水排出のポンプ稼働などが必要と
なり、エネルギー消費が大きい

その他 ・車窓から富士山や街並み等の景色が楽しめる
・側道空間と行政が無償利用可能な空間により、行政の
少ないコスト負担で、沿線ブランドの向上に資する取組
と仕組みが実現できる可能性が高い

・車窓からの景色を楽しむことはできない
・沿線ブランドの向上に資する旧線路敷地の活用は、高架
と比べ、行政のコスト負担が大きくなるため、従来の手
法では、持続可能性に難点がある

（※用地買収幅等は目安であり、この他に、別途施工ヤードが必要となるなど、今後の検討で変更する場合があります）

共通事項
・旧線路敷地の所有権は、鉄道事業者

共通事項
・側道がない場合、接道条件の悪い旧線路敷地が生まれ、
地域全体の利便性向上につながる跡地活用面積が減少

共通事項
・緑道、公園の整備は可能であるが、建物等での活用に比
べて、税収が得られず、整備費、維持管理費が必要

共通事項
・尻手駅が高架駅で、地形的に平坦
・鉄道上空・地下に高速道路や大規模構造物など支障物が
無く、高架・地下構造物の建設に支障無し

尻手駅～武蔵小杉駅間の１３踏切が除却可能かつ経済性、環境面、計画的条件、地形的条件から仮線高架が総合的に優位
2

現況 W=11.0m

必要用地幅 17000

7.4m

6000～8000

仮線用地 （←まちづくり側道としても活用）

約6～8m
現況 11000 現況 11000

買収幅 約1.9m

3m以上必要

必要用地幅 13800

1000 1000

11m（1D）以上必要

必要用地幅 12000

現況 11000
買収幅 約1m

※柱の数は
今後の調整

現況 11000買収幅 約2.2m
必要用地幅 15400

買収幅 約2.2m

11.4m

買収幅 約1.9m
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南武線沿線のまちづくりについて

資料３



南武線沿線のまちづくりについて 資料３

１ 市における沿線地域の位置づけ

○川崎市総合計画 （平成２８年３月策定）

生活行動圏ごとのまちづくりの方向性

川崎・小杉駅周辺エリア

沿線の土地利用を戦略的・機動的に誘導し、優れた産業機能と生活
環境を図りながら駅前の顔づくりの誘導や駅までのアクセスの向上な
ど、民間活力を活かした駅を中心とする魅力あるまちづくりを推進す
る。

●広域拠点（川崎駅・小杉駅周辺地区）/ ●地域生活拠点（新川崎・鹿島田駅周辺地区）

○都市計画マスタープラン全体構想 （平成２９年３月策定）

川崎・小杉駅周辺エリア

地域生活拠点（新川崎・鹿島田駅周辺地区）

南武線連続立体交差事業を契機として、多様な都市機能や研究開
発機能、良質な都市型住宅等の集積を図り、地域生活ゾーンの核と
なる拠点形成を目指す。

身近な駅周辺/鉄道沿線

拠点地区との機能分担を図り、南武線連続立体交差事業を契機と
して、地域住民の暮らしを支える身近な商業や生活支援関連サービ
ス機能の集積を目指す。

広域拠点整備の波及効果を効率的かつ効果的に活用し、地域生活
拠点を中心にエリアの特性を活かした身近なまちづくりを推進する。

南武線連続立体交差事業の実現を見据えて、「南武線沿線まちづくり方針」を策定し、
戦略的・機動的にまちづくりを進める必要がある。

川崎・小杉駅周辺エリア

川崎駅・臨海部周辺エリア

中部エリア
北部エリア
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南武線沿線のまちづくりについて 資料３

２ 地域勉強会での取り組み内容

第５回勉強会
（８月２日）

南武線沿線の現況と課題

各駅周辺の現状と課題
（鹿島田駅・平間駅・向河原駅）

南武線沿線として必要な取組み

各駅周辺で必要な取組み
（鹿島田駅・平間駅・向河原駅）

第６回勉強会
（９月中旬）

第７回勉強会
（１０月下旬）

パブリックコメントの実施

南武線沿線まちづくり方針の策定

地域勉強会

南武線沿線まちづくりの方向性取りまとめ

南武線沿線まちづくり方針(案)の策定

２



南武線沿線のまちづくりについて 資料３

３ まちづくりの実現・推進の基本的な考え方

○協働・連携によるまちづくり （協働・連携の基本方針 平成２８年３月策定）

【協働・連携の基本理念】

市民活動団体、町内会・自治会、ソーシャルビジネ

事業者、企業、大学、行政などの多様な主体がその

枠を超えて互いに強みを持ち寄り、地域の課題解

決や社会の変革に向けて、主体的に取り組むことを

通じ、暮らしやすい地域社会の実現を図ること。

■これまでの協働のイメージ

■これからの協働・連携イメージ

行政が中心となって、各主体との協働の取組を推進
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